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事例2. 鳥取県鳥取市

4．熱中症弱者への見守り･声かけ

●保健所が主体となり、地区民生委員の協力のもと75歳以上の独居高齢者に対して、温湿度計、アンケート
票及びチラシを配付し、日々の温度･湿度･暑さの感じ方をチェックしてもらうことで熱中症リスクを認識
してもらうとともに、リスクを低減する行動変容を促す

●民生委員･児童委員との課題共有、連携強化を図る

●アンケート結果を協力者へフィードバック、施策への反映を目指す

▲訪問の様子 ▲温湿度計及びアンケート票

※令和5年度モデル事業

保健･健康･福祉
部局

配付チラシ

鳥取市「熱中症に注意しましょう！」『自分を守ろう！熱中症予防のススメ』(YouTube)
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